◆高森明「学級という障壁—自閉者森口奈緒美の手記を手がかりにして—」
■報告要旨（2,000字以内）［註、文献、図表等も含む］

　

（1） 目的

　インペアメント（心身の機能損傷，不全）があるとされる子どもたちの教育保障に関する議論においては、子どもたちがどのような学級に所属し学ぶのが望ましいのかについて

今なお活発な議論が行われている。

　このテーマに関する多くの議論の特徴は、立場は異なっていても、教育の場としての学級を自明の前提としており、学級を問題化して問い直すような営みは十分に行われているとは言いがたい状態にある。その結果として、どのような学級であれ、学級自体が教育保障の障壁となる可能性があることは見落とされがちである。

　本報告では、上記のような問題意識から、普通学級に在籍した目に見えない障害者（グレーゾーンの障害者）の事例を考察し、学級という空間と制度が持つ障壁としての側面を明らかにすることを目指した。

（2） 方法

　自閉者である森口奈緒美が小中学校での体験を綴った『変光星　自閉の少女に見えていた世界』（１９９５年　飛鳥新社）を事例として取り上げ、教育社会学的な観点から学級についての検討を行った。森口が経験したのは、１９７０年代の普通学級である。特に学級という空間と制度の何が森口の学校生活を過酷なものにしていたのかに焦点を当てて、考察を行った。

（3） 結果

　手記を読む限り、森口の学校生活を過酷にした要因は、大きく①集団行動②いじめの２つに分けられる。

①集団行動

　集団の中にいるのが苦痛だった森口自身が一貫して学校に求めていたのは、教科学習保障（勉強に専念したい）であった。しかし、グループ指導を基本とする学級において、集団行動やチームワークを求められる場面が数多く存在する。カリキュラムとして明記されていなくても、集団を維持するための隠れたカリキュラムに沿って行動することが暗に求められる空間なのである。学級の中に放り込まれた森口は、集団に合わせようと努力しようとした結果、本来の目的であった教科学習に十分に取り組めない状況に陥った。

②いじめ

　森口は普通学級で深刻ないじめを経験しており、加害者側の生徒の印象操作により教員からは問題のある生徒と見なされていた。青い芝の会の理論的指導者であった故横塚晃一は、自ら鶏を飼育した経験から、鶏を何匹か同じ小屋に入れて飼育すると、鶏たちの中に必ず１匹だけ障害鶏が作り出され、他の鶏から集中的に迫害されることを述懐している。鶏小屋における障害鶏のような役割を学級空間の中で与えられたのが、この時の森口であった。

（4） 考察

　学級は教育保障の場であるとともに、極めて強制収用施設的な側面を持っている柳治男は義務教育段階の学校教育サービスは事前制御されており（サービス提供者側によって、サービスが事前に決定されている）、生徒の側が①誰から②誰と一緒に③何を④どのように⑤どのような順序で学ぶのかについて決定する権利は剥奪されている、としている。森口の事例でも、森口自身が学級に所属すること，集団行動を学ぶことを望んでいた訳ではないことに留意する必要がある。

　また、学級、あるいは学校は市民の法も届きにくい空間であり、市街であれば違法となる暴力行為も、教育的指導の名の下に違法とはならない傾向にある。そして、理由も分からず学級に放り込まれた生徒たちが在学中は仲良く、あるいは協調的に行動することが強要される空間でもある。

　いじめ学の提唱者である内藤朝雄は最もいじめが起こりやすい空間として学校（あるいは）を挙げている。鶏小屋と同様、学級という不自然な空間，集団自体がいじめを誘発している可能性を看過してはならないだろう。

（5） 結論

　森口事例の検討を通じて、あるタイプの子どもにとっては学級自体が教育保障の障壁となっていることが明らかになった。ただし、問題を自閉者特有の問題に矮小化することはできない。考察で述べたように、そこには学級制度に基づく教育保障が内包している根源的な問題が含まれているからである。

　手記の中で森口は自らにとって最も理想的な社会は「学校がなくても勉強ができる世の中」と述べている。「学級なき学習保障」と言い換えてもよいだろう。森口自身は具体的な構想を語っていないが、報告者はいじめ学の内藤朝雄が提唱する学級廃止論と、それに代わる教育構想が、森口が理想とする教育に最も近い構想なのではないかと考える。

　発表者自身は学校及び学校制度が完全に廃止されることが全ての子どもにとって望ましいと考えている訳ではない。しかし、学級自体が障壁となる子どもたちの教育保障を実現するための構想とその具現化は不可欠であると考える。
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